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業務システム構築基盤

日本電気株式会社

SystemDirector Enterprise for Java 

(オンライン) ご紹介

本資料ではSystemDirector Enterprise for Java (オンライン)をfor Java (オンライン)、SystemDirector Enterprise for Java (バッチ)をfor Java (バッチ)、
SystemDirector Enterprise for Java (モダナイゼーション)をfor Java (モダナイゼーション)と略します
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第１章
SystemDirector
Enterprise とは
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1.1 DX時代にソフトウェアエンジニアリングが求められる背景

市場を取り巻く環境の変化や、デジタル技術・ICT技術の進化への対応力が、
ビジネスの成否に大きな影響を及ぼす

状況変化のスピードに、迅速かつ柔軟に対応するために、

開発のプロセス・基盤の見直しが必要

マーケットの変化
顧客の嗜好の変化
ニーズの多様化
競合他社の動向

ソーシャルメディアの普及

経済情勢の変化
為替の変動
金利の変動
景気動向

自社の変化
経営方針

人的リソース
業績

グローバル化に伴う変化
政治情勢

新興国の台頭
政府政策の変更

技術の変化
HWの価格性能比の改善

IoTの進展
ビッグデータ

クラウド
AI

環境問題に関する変化
気候変動
資源枯渇
省エネ
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1.2 ソフトウェアエンジニアリング視点で必要なアプローチ

探索的
アプローチ

新技術

価値創造

継続的な仮説検証
サイクルの実施

企業内部と外部の
アイデアを有機的統合

先進の技術・
最新のサービス活用

リーンスタートアップ、アジャイル、

UX/デザイン思考、共創

オープンサービスイノベーション、
オープンAPI、
クラウドネイティブ

IoT、AI、アナリティクス、
クラウド、コンテナ、
サイバーセキュリティ、OSS
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1.3 新しいAPアーキテクチャー

各機能が疎結合で構成され、柔軟性のあるアーキテクチャが主流となる

マイクロサービス
/コンテナ

Queue

既存システム
基幹システム

連携

サービス連携/
OpenAPI

API
Gateway

API
Gateway

コンテナ管理・運用監視
顔認識基盤サービス
NeoFace Cloud

スマホ/
タブレット

高度なUI 変化への対応力 内外の連携性



© NEC Corporation 2025 7

1.4 SystemDirector Enterpriseのコンセプト

NECグループ標準の業務システム向け統合開発環境

開発方法論、開発環境、サポートサービスにより、効率的なシステム構築をサポート

◇開発環境 （何を作るか、どうやって作るのか）

- 業界標準アーキテクチャを採用したフレームワーク
- 開発効率を向上する開発ツールの提供

◇サポートサービス （どのように利用するか）

- システム構築をさまざまな形でサポート
- トータル10年間のソフトウェア製品サポートを提供

◇開発方法論 （誰が、いつ、何をするのか）
- 概説書、手順書、ガイド、ドキュメントサンプル集
- 各工程の作業手順をサポート

先端技術の活用
・開発環境で取り込み

ガイドも添えて提供

サポート提供
・専任の技術サポート部隊を

用意
・長期サポート保証

生産性の向上
・開発方法論で標準作業の効率化
・開発環境で生産性向上

開発環境

開発方法論

サポートサービ
ス
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1.5 SystemDirector Enterprise 開発方法論

SoR／SoE開発を標準化する開発プロセスを中心に
各種手順書、ガイド、ドキュメントサンプルなど豊富なコンテンツを提供

- 作業をアクティビティ、タスクで階層化
- タスク毎の成果物を定義

フェーズ毎の
アクティビティ・タスク一覧

設計・実装ツール群と
有機的にリンク

SI現場の成功・失敗ノウハウを実践的な開発プロセスに結集
SIに必要な「いつ・誰が・何を・どうやって」を漏れなく重複なく体系化

開発プロセス

手順書 ドキュメントサンプル

記述内容や記述レベルを
具体例で指南

フェーズ
(いつ)

アクティビティ/タスク
(どうやって)

成果物
(何を)

ロ
ー
ル

（
誰
が
）

運用や海外活用などの
重要ノウハウをガイド化

ガイド
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1.6 SystemDirector Enterprise 開発環境

モダナイゼーションのBeforeからAfterまで一貫したサポートを提供。さらに、ク
ラウド提供CI/CDパイプラインやOSSとの連携を強化し、SoE開発をフルサポート

クラウド

マイクロ
サービス

API Gateway

PC / スマデバ

マイクロ
サービス

マイクロ
サービス

クラウド

マイクロ
サービス

PC / スマデバ

非同期
Queue

UI(SPA)

AIエンジン

エンド
ポイント

内部API

外部API

データベース

非同期呼び出し
レイアウト

(HTML5,CSS)

OpenAPI

SoR型の既存システム

REST API
既存

ビジネス
ロジック

UI
ビジネス
ロジック

他ベンダの
アプリ

バッチ処理
バッチ処理

バッチ処理

バッチ処理
バッチ処理

バッチ処理

for Java (オンライン)/
ﾘｱﾙﾀｲﾑ開発ﾃﾞｻﾞｲﾅ

for Java (モダナイゼー
ション)/
資産分析

for Java (バッチ)/
ﾊﾞｯﾁAP開発

for Java (モダナイゼー
ション)

ｵﾌﾟｼｮﾝ機能

クラウド提供DevOpsツールパイプライン

DX化をサポートする
SystemDirector Enterprise製品群

for Java (バッチ)/
実行環境

for Java (オンライン)/
部品ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

for Java (オンライン)/
実行環境
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第２章
SystemDirector
Enterprise for Java 
(オンライン)の特長
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2.1 標準化に対する要望

⚫ システムごとの独自の開発手法や設計書フォーマットにより、無駄な工数と費用が発生

⚫ 各システム独自開発による保守フェーズ以降の属人化（要員の余剰確保で費用が増大）

⚫ メインフレームシステムをオープン化するにあたり、開発標準化を行いたい

標準化チーム
（情報システム部）

Aシステム Bシステム
・開発手法が統一

されていない
・成果物がバラバラ

システムの属人化

・開発プロセスの策定
・成果物の定義
・サンプルの作成

開発標準化に
多大な投資が必要

開発標準化のために

Cシステムメインフレームを
オープン化したいが
開発プロセスが定義
されていない

こんな課題ありませんか？
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2.2 QCDに関わる課題

⚫ 各開発工程でのツール未整備のため、手作業での開発による工数の増大

⚫ フェーズ間のツール未連携で仕様伝達漏れ、２重入力による品質問題や無駄な工数の発生

要件定義 外部設計 内部設計 製造・単体テスト

ツール未整備の
手作業による開発

・PGコーディング
・コードレビュー
・試験仕様書作成
・試験データ作成
・試験実施

フェーズ間の
ツール未連携の影響

・フェーズ間での重複内容の
設計書への入力の無駄、
ないし入力ミスの可能性

・仕様伝達漏れの可能性

品質低下 工数増大

納期に影響

結合／総合テスト

こんな課題ありませんか？
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2.3 成果物の整合性の課題

仕様変更や保守フェーズでの改造のたびに、設計書とシステムの実体が乖離

負のサイクル
に突入

影響範囲 が分からない

？？？

変化による

変更

≠

ソース
プログラム

画面
ハードコピー

DBレイアウト

５年以上前に
作成したままなので、
とっても古いです。

実際と合っているのかは、
誰にも

わかりません。
手を加えることは

とても難しいです。
なぜなら、

全貌を把握している人は
誰もいないからです。

さて、どうしたものか・・・・・

開発当初のままの
更新されていない設計書

実体設計情報

ますます複雑

データの一元性が
崩壊

冗長なシステム

長屋の建増し

で対応・・・アドオンダメージを恐れ

設計書とシステムの実体の乖離

属人化されたシステムではキーマンがいないと影響範囲が不透明

ソースコードのみのアドオン対応でさらに属人化が進行

こんな課題ありませんか？
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2.4 新技術適用の課題

⚫ 新技術が出るたびに技術取り込みのため別フレームワークを採用しなければならない

⚫ フレームワークの習熟にかかる工数（ユーザへの負担）

重い課題を抱える企業システム

PJ要員の新フレームワーク
取り込みに時間がかかる

様々なフレームワーク
アーキテクチャの混在で

維持コスト激増

次々と現れる
新技術への対応

フレームワークの
ユーザへの高負担 フレームワークの

雑居ビル化
新技術への

キャッチアップ遅延

システム保守運用のコスト比率が増加傾向

こんな課題ありませんか？
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2.5 要件定義に関する課題

要件定義工程の時点では仕様が曖昧で、開発後半に認識の相違やイメージが
異なっていることが判明し無駄な工数、費用が発生

開発終盤で
修正が発生

修正のための
後戻り工数発生

時間切れで
開発終了

ユーザーインタフェースの要件定義
工程において要件確定に至らず

画面イメージや操作が書かれた
文書をベースに要件を確定

こんな課題ありませんか？
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2.6 SystemDirector Enterprise for Java (オンライン) の優位点

◼ 優位点① 一貫性

SystemDirector Enterprise は開発方法論と開発基盤とが、１つの製品の中で統合され一貫性のある環境

提供が可能です（別製品で補う、寄せ集めセットではありません）

◼ 優位点② 業界標準と整合（方法論）

SystemDirector Enterprise の開発方法論は、各種業界標準（SLCP2013やISO15408等）との整合をと

っており、また SystemDirector Enterprise 開発基盤も連動する形で強化、増強を図っています。

◼ 優位点③ 業界標準を採用（アーキテクチャ）

業界標準のアーキテクチャを採用し、その上で業務システム開発が円滑に進められるようミドルウェア

との組み合わせの動作保証、チューニングを済ませています。

◼ 優位点④ 自動化

画一的なコーディング部分を自動生成する仕掛けで、SEが業務ロジックの開発に専念できる環境を提供

しています。

OSSや他社フレームワークでは不十分な様々な優位点あり
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2.6.1 優位点① 一貫性

⚫ SI現場の成功・失敗ノウハウを実践的な開発プロセスに結集
⚫ SIに必要な「いつ・誰が・何を・どうやって」を漏れなく重複なく体系化

設計・実装ツール群と
有機的にリンク

運用や海外活用
などの重要ノウハウ

をガイド化

記述内容や記述レベル
を具体例で指南

フェーズ(いつ)

アクティビティ
(どうやって)

成果物
(何を)

ロール
（誰が）

フェーズ毎のアクティビティ・
タスク一覧

ドキュメントサンプルガイド
手順書

開発プロセス

・作業をアクティビティや
タスクで階層化

・タスク毎の成果物を定義
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2.6.2 優位点② 業界標準と整合（方法論）

⚫ 業界標準（共通フレーム2013：SLCP-JCF2013）に沿った体系
⚫ 共通フレーム2013の要件定義・開発プロセスをサポート

共通フレーム2013
(SLCP-JCF2013)

<参考>
経済産業省
モデル契約書

SystemDirector
Enterprise



© NEC Corporation 2025 19

2.6.3 優位点③ 業界標準を採用（アーキテクチャ）

デファクトスタンダードなJavaフレームワークをベースに独自拡張や
推奨の組み合わせを定義したアプリケーションモデルを提供

AP層 DB層

MyBATIS拡張Spring拡張

クライアント

クライアント層

HTML5/CSS/JS

※各線の接続はツールかガイドで提供

PR層

サービス層

JSF拡張
＋PrimeFaces

REST Interface

サーバ
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2.6.4 優位点④ 自動化
⚫ 主に詳細設計作業を支援する設計エディタ（コンポーネントエディタ）を提供し、データ定義やマッピング

設計などを支援

⚫ 設計情報をもとにソースコードを自動生成することで、品質・生産性向上を実現（全コードの65%～85%程
度を自動生成）

スケルトン自動生成，

設計情報から自動生成

フレームワーク提供部

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
生
成 MVC実装構造

ソースコード群コンポーネントエディタ

package ${packageName} ;

public class ${name}Action {

public void execute() {

}

}

雛形ファイル可読性の高い
コードを生成

追記した業務ロジックは保護され
繰り返し自動生成が可能

業務ロジック追記型で
柔軟性と生産性を確保
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フレームワーク

・・・その他、対象APに
応じたラインナップを整備

セキュリティ対応

画面制御 例外処理

ログ出力

部品

・・・その他、対象APに
応じたラインナップを整備

セキュリティ対応

画面UI バリデーション

文字列書式操作

開発ツール

テスト
支援ツール

ジェネレータ プログラミング環境
コーディング支援

外部設計 内部設計 製造・単体テスト

統合開発環境によるオペレーションの集約

機能設計
支援

詳細設計
支援

2.7 提供機能

◼ 特長①

業務に依存しない

汎用機能をフレームワーク

や部品として提供

◼ 特長②

作業効率化を実現する

開発ツールの提供

⚫ 開発方法論が定義する開発プロセスの作業を効率化するための機能を提供
⚫ ツールは要件定義から製造・単体テストまでをカバー
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2.8 開発ツールチェーン

⚫ 外部設計から製造・単体テストまでを対象に開発ツールを提供

⚫ 各フェーズの成果物は標準設計モデル(リポジトリ）として格納され、次工程へ連携

標準設計モデル

ソースコード機能詳細モデル機能モデル

回帰テスト
ツール

カバレッジ
ツール

ビルド
ツール

ジェネ
レータ

CDI
ﾂｰﾙ

プログラ
ミング
環境

コンポーネント
エディタ

外部設計 内部設計 製造・単体T

実行モジュール

リアルタイム開発
デザイナー

画面遷移エディタ

画面エディタ

統合開発環境によるオペレーションの集約
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2.9 リアルタイム開発デザイナーによる画面開発支援

⚫ 画面遷移と画面レイアウトをGUIで設計
⚫ シングルページアプリケーション(SPA) を自動生成

開
発
環
境

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

リアルタイム
開発デザイナー

画面遷移エディタ
ロールアウト

（パターンジェネレータ）
設計

リポジトリ

画面エディタ

クラウドAPI

HTML5⇔ネイティブブリッジ機能

ネイティブAPI

外付けデバイス内蔵デバイス既存アプリ

JavaScript
API連携

REST

API連携

デバイスネイティブ機能連携も可能
※SystemDirector Enterpriseの他製品（for SmartDevice）を利用

高速なSPAを
開発可能

HTML5,TypeScript
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2.9.1 SPA（Single Page Application）とは

単一のページで構成されるWebアプリケーション

⚫ Webページ全体をロードしないため、レスポンスが高速。オフライン処理にも対応可能

⚫ HTML5の活用により、マルチデバイスに対応可能

WebサーバーSPA
（Single Page Application） ①最初のリクエスト

②ページ全体を応答

③発生したイベントに応じて
非同期通信でデータを要求

④JSON・XMLなどの形式で
データを受信

イベント発生

受信データに応じて
ビューを部分更新

サービス
API
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2.9.2 SPAの必要性と効果について

SPA(Single Page Application)の必要性

◼ 従来RIAやフレームワークの後継選定

◼ マルチデバイス化による複雑化

◼ クラウド環境への適応

◼ オフライン要件

SPAの効果

◼ 従来RIAやデスクトップAPと同等の

表現力のUIを実現可能

◼ シングルソース・マルチデバイスの

AP開発が可能

◼ Webページ全体をロードすることなく

レスポンスが高速

従来RIA(Rich Internet Application)アーキテクチャの後継選びと
業務システムのマルチデバイス化によりフレームワークは転換期

Thin

Rich

Swing
Flex
etc

単一
デバイス

マルチ
デバイス

Struts

JSF etc

置換え
SPA

(HTML5
＋JavaScript

＋CSS3)
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SPA
(SinglePageApplication

)

ビジネス
ロジック

サービス層

Web API
（REST API）

画面

Thin UI

Rich UI

ビジネス
ロジック

サービス連携

スマート
デバイス

ＰＣクライアント

外部サービス
連携

バーコード
・タグ活用

センサ活用による
自動実績収集

コミュニ
ケーション

基盤

PCクライアント

2.10 HTML5拡張モデル

⚫ マルチデバイス＆Rich UIに対応するSPAをHTML5技術で実現
⚫ REST APIを活用したサービスアプリ開発への対応
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2.10.1 フレームワーク（HTML5拡張モデル活用時）

業務システム構築に必要なフレームワークを提供することで、SEは業務ロジック
に注力可能

DBMS

クライアント

Control
(BusinessLogic)

DAO
(Data Access)

AP（アプリケーション）層

SystemDirector Enterpriseフレームワーク

入力チェック、DBMS⇔Java間の文字化け問題解消などの部
品を提供

AP層呼び出し、データソー
スアクセスの隠蔽化。ト
ランザクション管理の隠蔽
化

トランザクション管理

AP/DB層間の項目移送の簡略化/標準化。例外処理の標準化

AP/DB 基盤機能

サニタイジングやSQLインジェクション対策機能を提供

SQL発行、バインドの標準化

動的SQL発行基盤の提供

データアクセス制御

HTML
(View)

Component
(ViewModel)

EventService
(Model)

SystemDirector Enterpriseフレームワーク
（Angularを活用）

タグ／イベントとアクションイベントへの対応
付けを隠蔽化。エラー発生時の業務処理など業
務フローを定義。

画面／イベント制御

UIコンポーネント管理

Webシステム－セキュリティ問題対応

XSSやCSFRに対応

Web Componentsを活用したUI部品化に対応

Dao
Service

ユーティリティ

Webシステム－セキュリティ問題対応

ユーティリティ

ファイルアップロード、入力チェックなどの部品
を提供。

Browser APサーバ

DBサーバ
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2.10.2 フレームワーク（JSF拡張モデル活用時）

JSF拡張モデルではサーバ側のフレームワークを提供。

DBサーバクライアント PR（プレゼンテーション）層

Form
(View)

EventAction
ManagedBean

(Controller)

Control
(BusinessLogic)

DAO
(Data Access)

AP（アプリケーション）層

SystemDirector Enterpriseフレームワーク

不正なログインや画面遷移の防止、
二重送信問題などの対策

Webシステム－セキュリティ問題対応

タグ／イベントとアクションイベントへの
対応付けを隠蔽化。エラー発生時の業務処
理など業務フローを定義

画面／イベント制御

画面制御部品、ファイルアップロー
ド、入力チェックなどの部品を提供

ユーティリティ

AP層呼び出し、データソースア
クセスの隠蔽化。トランザク
ション管理の隠蔽化。

トランザクション管理

PR/AP/DB層間の項目移送の簡略化・標準化。例外処理の標準化

PR/AP/DB 基盤機能

SQL発行、バインドの標準化。
動的SQL発行基盤の提供。

データアクセス制御

入力チェック、DBMS⇔Java間の文字化け問題解消などの
部品を提供

サニタイジングやSQLインジェクション対策機能を提供
DBMS

Browser APサーバ
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2.10.3 ユーティリティ（共通部品）

⚫算術関数機能

⚫統計関数機能

⚫文字列操作機能

⚫SQL文エスケープ機能

⚫日付・時刻フォーマット機能

⚫数値フォーマット機能

⚫サニタイジング機能

⚫文字列比較機能、文字列変換機能

⚫文字種検査・サロゲートペア検査機能

実用的な共通部品を多数提供

⚫ エンコーディング機能

⚫ メール送信機能

⚫ CSV機能、ファイル操作機能

⚫ GZip圧縮／展開機能、Zip圧縮／展開機能

⚫ 外部プログラム実行機能

⚫ ストップウォッチ機能、タイマー実行機能

⚫ DNS問い合わせ機能

⚫ クライアント情報取得機能

⚫ 非永続マップ機能

⚫ メッセージダイジェスト算出機能、対称鍵暗号
機能、バイナリ符号化機能
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2.10.4 BRMS実行部品

⚫ BRMS適用を効率化する部品であるBRMS実行部品を提供

⚫ 業務ロジックをデシジョンテーブルとして表現し、ソースコードと分離する事により、保守性向
上や工数削減の効果あり

BRMS適用を効
率化する部品で
あるBRMS実行
部品を提供

AP層SubControlの
自動生成コードに
BRMS実行部品の呼
出しをガイドするコ
メントを出力
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2.11.1 ロールアウト機能

あらかじめ業務画面のパターンをテンプレート化しておくことで、画面レイアウト、

画面遷移制御、入力コントロール、DBアクセス処理、RESTサービスなどを一気に自動生成

ビジネスロジックの追加のみで
アプリケーション実行可能

①パターンを選択しパラメータ入力

②内部設計データを一括生成
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2.11.2 APIロールアウト機能

開
発
支
援
ツ
ー
ル

サーバーサイド

REST Service
(Jersey)

PC / スマデバ

UI
ビジネス
ロジック

PC / スマデバ

他ベンダーのアプリ

UI(SPA)

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ア
プ
リ
イ
メ
ー
ジ

レイアウト
(HTML5,CSS)

LogicBean
（Spring）

DAO
(Mybatis)

Spring拡張/Mybatis拡張モデルJerseyベースRESTサービス

for Java (オンライン)で開発ロールアウト機構で生成

コンポーネント
エディタ

既存資産
の活用

⚫ API定義仕様をもとにSystemDirector Enterpriseのコンポーネント設計情報および REST APIのインタフェー

スを自動生成する機能

⚫ 生成したインタフェースから既存のアプリケーション資産を呼び出すことで既存資産をREST APIにて利用可能
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2.12 クラウド開発支援機能
⚫ CI/CD連携を容易に実現できる、AWSのCI/CDパイプラインサービスの利用手順を示すガイドとサービス

特有のビルド・デプロイの設定を含むサンプルが利用可能

⚫ 関連するソフトウェアのインストールやセットアップを簡単に行うことができる開発環境構築ツールが利
用可能

AWS 
CodeCommit

ソース

AWS CodeBuild

ビルド・テスト
AWS 

CodeDeploy

デプロイ
AWS CodePipeline

Amazon EC2、
Batch、RDS、etc.

実行環境

CI/CD

AWS

SDE
開発環境

構成管理

連携サンプルとガイド提供

ビルド デプロイ

Amazon 
WorkSpaces

開発環境

クラウドリソース操作

開発環境構築ツールと

ガイド提供

環境構築PJ管理

コンソール/CLI/SDK
（クラウド提供）
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第３章
動作環境、
ライセンス体系



© NEC Corporation 2025 35

3.1 動作環境(Java開発環境)

開発環境サーバは、実行環境サーバと同一

SystemDirector Enterprise for Java (オンライン) 開発基盤

Windows 10 Version 21H2(64bit)以降、Windows 11 Version 22H2(64bit)以降

Eclipse 2024-06(4.32)
PMD 7.7.0

EclEmma(JaCoCo) 0.8.12

HW

Oracle JDK 17/21、
OpenJDK 17/21 (Red Hat builds)、 Temurin 17/21

Excel 2016/2019/2021(32/64bit)
Microsoft 365 Excel (32/64bit)

ハードウェア 調達品ソフト凡例
SystemDirector Enterprise for Java (オンライン)

自製ツール
SystemDirector Enterprise for Java (オンライン)

OSSツール
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3.1 動作環境(実行環境)

JSF拡張/Spring拡張/MyBatis拡張モデル

DBサーバー

DBMS

RDBMS指定のOS

RDBMS指定のHW

クライアント

Microsoft Edge

Windows 10 Version 
21H2(64bit)以降

Windows 11 Version 
22H2(64bit)以降

APサーバー

Java

APサーバー指定のOS

APサーバー指定のHW

PR（プレゼンテーション）層

DBインスタンス
Form

（View）

EventAction
ManagedBean
（Controller）

Spring拡張フレームワーク

Control
（BusinessLogic）

DAO
（Data Access）

AP（アプリケーション）層

HW

ネットワークインフラ（LAN）

JSF4.0コンテナー

APサーバー（つぎのいずれか）

Oracle19c
Oracle21c

ハードウェア 調達品ソフト プロジェクトが開発した資産凡例
SystemDirector Enterprise for Java (オンライン)

自製ライブラリ
SystemDirector Enterprise for Java (オンライン) 

OSSライブラリ

MyBatis拡張フレームワーク

Spring Framework6.1.14 MyBatis3.5.16

WebOTX AS 12.1

JSF拡張フレームワーク

JBoss EAP 8.0 Tomcat 10.1.33

Oracle JDK 17/21
Open JDK 17/21
(Red Hat builds)

Temurin 17/21
SQL Server 2022

PostgreSQL 16/17
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3.1 動作環境(実行環境)

JSF拡張/Spring拡張/MyBatis拡張モデル(クラウド版)

DBサーバークライアント

Microsoft Edge

APサーバー

Java

コンテナ(Amazon ECS/Amazon EKS)

PR（プレゼンテーション）層

DBインスタンス
Form

（View）

EventAction
ManagedBean
（Controller）

Spring拡張フレームワーク

Control
（BusinessLogic）

DAO
（Data Access）

AP（アプリケーション）層

AWS Fargate

JSF4.0コンテナー

APサーバー（つぎのいずれか）

クラウド
サービス

調達品ソフト プロジェクトが開発した資産凡例
SystemDirector Enterprise for Java (オンライン)

自製ライブラリ
SystemDirector Enterprise for Java (オンライン) 

OSSライブラリ

MyBatis拡張フレームワーク

Spring Framework6.1.14 MyBatis3.5.16

WebOTX AS 12.1

JSF拡張フレームワーク

Tomcat 10.1.33

Oracle JDK 17/21
Open JDK 17/21
(Red Hat builds)

Temurin 17/21

Amazon Workspaces
Windows 10 

(Server 2019/2022 based)

Azure Virtual Desktop
Windows 10 22H2
Windows 11 24H2

DBMS

Amazon RDS

PostgreSQL 16

SQL Server 2022

Amazon Aurora

PostgreSQL 16

Oracle 19c
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3.2 動作環境(HTML5拡張モデル開発環境)

Windows 10 Version 21H2(64bit)以降

Windows 11 Version 22H2(64bit)以降

SystemDirector Enterprise HTML5拡張モデル 開発基盤

開発環境クライアント

HW

Visual Studio Code 1.97.2 以上

ハードウェア 調達品ソフト凡例
SystemDirector Enterprise

自製ツール

Excel 
2016/2019/2021(32bit)、

Excel 2019/2021(64bit)、

Microsoft 365 Excel Version 
2402(64bit)

Node.js20.18.2

リアルタイム開発

デザイナー
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3.2 動作環境(HTML5拡張モデル実行環境)

クライアント

Windows版 Android版 iOS版

ハードウェア 調達品ソフト プロジェクトが開発した資産凡例

Microsoft Edge 134 以上
Google Chrome 134 以上

H/W

Windows 10 Version 21H2 (64bit) 以降
Windows 11 Version 22H2 (64bit) 以降

View
(HTML)

Model
(TypeScript)

ViewModel
(TypeScript)

Angular 18.2.13

標準ブラウザ

H/W

iOS 18.3.1 (64bit)

View
(HTML)

Model
(TypeScript)

ViewModel
(TypeScript)

Angular 18.2.13

標準ブラウザ

H/W

Android 15 (ARM 64bit)

View
(HTML)

Model
(TypeScript)

ViewModel
(TypeScript)

Angular 18.2.13
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3.3 ライセンス体系

SystemDirector Enterprise V9 でライセンス体系を刷新

開発クライアント環境
（開発ツール環境＋単体テスト環境）

クライアント（開発）PC サーバ

SI(結合、総合テスト、移行)環境

サーバ

本番環境

Build&deploy

クライアント
ライセンス

実行環境
ライセンス

サーバ

開発環境
サーバライセンス

外部設計 内部設計 製造・単体テスト

クライアント
ライセンス

開発環境基本セット
プログラム媒体、マニュアル、開発方法論は本ライセンスに含まれています。また、開発クラ
イアントライセンスを1ライセンス分含みます。
開発環境を利用する法人単位で1ライセンス以上必要です。
※拠点毎、システム（案件）毎など、実務に即した単位での手配を推奨します。

開発環境クライアントライセンス
開発ツール環境と単体テスト環境で利用するライセン
スです。
1ライセンスにつき、許諾台数1台、および許諾ユーザ
数1名を追加することができます。

開発環境2Coreライセンス
SI（結合、総合テスト、移行）環境で
利用するライセンスです。
サーバ単位で2コアにつき1ライセンス
必要です。

実行環境2Coreライセンス
本番環境で利用するライ
センスです。開発ツールの
インストールはできません。
サーバ単位で2コアにつき1
ライセンス必要です。

結合テスト 総合テスト 移行

※システム移行時に並行稼働期間が3カ月を超える場合は開発環境ライセンスの購入が必要になります。



© NEC Corporation 2025

第４章
関連情報



© NEC Corporation 2025 42

導入事例 開発規模

非鉄製造会社向けシステム 約１０ＫＬ

外食統合バックエンド基幹システム 約５００ＫＬ

電気業社基幹システム 約８５０ＫＬ

製造会社基幹システム 約３，０００ＫＬ

食品製造会社基幹システム 約５８０ＫＬ

小売店店舗システム 約４，１００ＫＬ

NEC製基幹業務パッケージ 約２，０００ＫＬ

商社販社向けシステム 約２８０ＫＬ

4.1 導入事例

様々な業種、様々な規模で導入実績あり
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4.2 導入実績推移

⚫ 2023年度は217件の案件に適用
⚫ 販売開始から18年で累積2,923件のプロジェクトで採用

20
54 92

125166
234294

378
474
573
667800

875924
971
1031
1078
1133
11781262

1354
1473

1601
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28162923
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4.3 サポートポリシー

トータル１０年間＋αのサポートを保証

５年間：標準サポート(最新から
２バージョン前になった時点から)

３年間：
延長サポート

２年間：
限定サポート

システム安定稼動までは標準サポート サポート内容を限定 特定ユーザ

レスポンス
サービス

電子メールでの問い合わせ対応
電子メールでの問い合わ

せ対応
電子メールでの問

い合わせ対応

バージョンアップ
サービス

バージョンアップ申請を受け付けての
対応

バージョンアップ申請を
受け付けての対応

バージョンアップ
申請を受け付けて

の対応

リビジョンアップ
サービス（障害
パッチ提供）

フル提供
障害は既存パッチのみ。
クリティカル、セキュリ

ティ関係は新規対応

障害は既存パッチ
のみ。新規パッチ

は別途有償
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4.4 お問い合わせ先

ご購入前のお問い合わせ

SystemDirector ご相談窓口

Eメール contact@systemdirector.jp.nec.com

SystemDirector Enterprise サポート窓口では
業務システム構築基盤に関する様々なご質問やご相談に
お応えします。例えば・・・

新しい技術をどのように適用すれば良いか
業務アプリケーションの開発や保守を効率化するにはどうしたら良いか
既存資産をどう活用したら良いか

などお気軽にご相談ください
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付録
リアルタイム開発
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要件定義に関する悩み

要件定義工程の時点では仕様が曖昧で、開発後半に認識の相違やイメージが異なっ
ていることが判明し無駄な工数、費用が発生

こんな課題ありませんか？

開発終盤で
修正が発生

修正のための
後戻り工数発生

時間切れで
開発終了

ユーザーインタフェースの要件定義
工程において要件確定に至らず

画面イメージや操作が書かれた
文書をベースに要件を確定
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UIの要件確定を上流の早い段階で短期に実施

開発者

発注者
（レビュー）

利用者

・実際に動くAPにデータを表示して合意
・設計書も出力してレビュー
・微調整はその場で修正・再作成して確認

・動くAPを利用者に
渡して要件確認

発注者、利用者の
CSが向上します
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リアルタイム開発の流れ

画面エディタ（リアルタイム開発デザイナー）

Step1
画面の遷移情報や
処理概要を整理

Step2 
ドラック＆ドロップで

ユーザと画面をデザイン

Step0
共通的に利用できる

AP雛型の作成

Step3 
ワンクリックで設計書
とソースを自動生成

Step4 
実際に動かしながら

ユーザと要件を最終確
認

画面、画面遷移、業務
ロジックの自動生成の
ためのプロジェクト用
雛型を整備しておく。

この整備には、ロール
アウト機能を活用する。

事前準備した雛型か
ら適切なものを選択。

画面遷移パターンが
決定される。

設計書情報として、
機能概要や画面処理
説明を与える。

雛
型
の
活
用

DB項目の表示確認を
したい場合は、Excel
でダミーデータを準備。

設計書
ソース
コード

自
動
生
成

デ
プ
ロ
イ

APサーバ

動作確認

ブラウザから起動し
て、画面遷移やデー
タ表示イメージなど
を動的に確認。

必要に応じて前Stepに戻り
顧客要件を盛り込んでいく

事前準備

適宜部品を選択しなが
ら画面をレイアウト。

プロパティの設定や
JavaScript編集も実施
する。

部品定義
ファイル

画
面
エ
デ
ィ
タ
起
動

プロジェクト
カスタマイズ可能

ドラッグ&ドロップで
自由に画面をデザイン
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Step1．テンプレートによる画面遷移・画面パターンの選択・決定

既存システムを分析し、代表的な画面遷移パターンと画面レイアウトパターンをあらかじめテンプレート化（パラメータ化
しており自由に変更可能）。テンプレートをベースに、画面デザインを行うことで画面仕様決定の迅速化、標準化を促進

リアルタイム開発デザイ
ナーユーザー様

ＳＥ

代表画面遷移・デザインテンプレート

業務固有項目は
追加でカスタマイズ

代表画面テンプレートから選択
して画面定義のベースを決定。

画面検討を
検討型 ⇒ 選択型 へ

画面デザイナーからテンプレート
の選択・読込が可能。

GUIベースでイメージが見られる
ため、ユーザーとの認識齟齬を

大幅削減。

テンプレートでは埋められない業務固有
項目や、レイアウトや遷移の微修正は、

画面デザイナから追加定義可能。

複雑な業務要求、画面構成にも対応可能

選択
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Step1．事前準備～AP雛型の作成

対象システムの要件を分析し、画面、画面遷移、データファイル読込を実装した
AP雛型を作成

参照系遷移(2画面遷移)
登録系遷移(３画面遷移)

一覧画面テンプレート

詳細画面テンプレート

登録画面テンプレート

AP雛型
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Step2．要件確認～画面遷移設計

事前に作成した画面遷移パターンから適切なものを選択
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Step3．要件確認～画面デザインのプレビュー実行

事前に作成した画面パターンから適切なものを選択
レイアウト変更(ボタンを移動、色を変更）、コンポーネントをドラッグ＆ドロップで配置

JavaScriptコード
を記述

部品を選択して
配置
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Step3．要件確認～画面デザインのプレビュー実行

画面デザイナーからプレビュー実行してレイアウト・画面遷移・JavaScript実行結
果を確認
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Step4．ソースコードの自動生成（ジェネレーター）

リアルタイム開発から実装コードを自動生成
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Step4．設計書の自動生成

要件確定後、画面遷移図・レイアウト・項目定義など入力した内容を元に、機能設
計書を自動生成

画面遷移図エディタ 画面エディタ

機能設計書

自動生成自動生成
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Step5．AP実行～フォーマット、データ表示を確認

レイアウトを確認し、選択・
支店番号の表示幅を調整

モック用のExcel
データを画面に表示
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Step5．AP実行～画面遷移を確認

ボタンを実行し、画面遷移を確認
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付録
HTML5拡張モデル
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HTML5拡張モデルの全体概要

Angular最新機能を活用した高速なアプリ、ネイティブAPIを活用した高機能SPA
が開発可能な支援機能を提供。

開
発
環
境

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

リアルタイム
開発デザイナー

画面遷移エディタ
ロールアウト

（パターンジェネレータ）

設計
リポジトリ

画面エディタ

クラウドAPI

Smart Device Framework HTML5⇔ネイティブブリッジ機能

ネイティブAPI

外付けデバイス内蔵デバイス既存アプリ

JavaScript
API連携

API仕様
（JSON形式）

API仕様
インポート

REST
API連携

REST API連携に加え
Java Script API連携機能に対応し、

ネイティブAPIと連携した
高機能アプリを開発可能

Angularを活用し、
高速なSPAを開発可能

API
ドリブン開発

リアルタイム開発プロセス
（SPA開発）

HTML5,TypeScript
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HTML5拡張モデルの提供機能 ～SPA開発支援～

マルチデバイス＆Rich UIに対応可能なSPA(Single Page Application)の開発を効
率化する開発環境を提供

リアルタイム
開発デザイナー

画面遷移エディタ

SPAの画面状態遷移や画面レイアウトを
グラフィカルに設計
（設計品質の向上）

ロールアウト
（パターンジェネレータ）

設計
リポジトリ

機能設計書生成

モックデータ生成

SPAを自動生成
（実装コスト削減、品質向上）

設計データから機能設計書を生成
（レビュー、納品工数の削減）

モックデータ生成により、連携先の
実サービスがない状態でもUIの早期確認が可能。
（実装後の後戻りコストの削減）

マルチデバイス対応
ユーザフレンドリーな

アプリケーション

実サービス

モックデータ

（実サービスを

代替するデー

タ）

画面エディタ
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HTML5拡張モデルの提供機能 ～リアルタイム開発デザイナー～

SPAの画面をリアルタイム開発デザイナーにてグラフィカルに設計可能な支援機能
を提供。

部品パレットから画面設計
部に必要な部品をドラッグ
＆ドロップすることで
HTMLを作成

画面設計部

HTMLをDOMツリーか
ら編集することも可能

画面エディタ
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HTML5拡張モデルの提供機能 ～サブステートエディタ～

論理画面(サブステート)やCSSをグラフィカルに設計可能。

サブステートエディタ CSS設定画面

サブステートの画面項目の表示、
非表示を設計

BootStrapやプロジェクト自作の
CSSをGUIで設定可能
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HTML5拡張モデルの提供機能 ～APIドリブン開発支援～

業界標準ツール（Swagger）で作成されたAPI仕様をもとに、
他社やオープンAPIを活用したアプリケーションの開発を効率化

API仕様
（JSON形式）

API仕様
インポート

リアルタイム
開発デザイナー

画面遷移エディタ

画面エディタ

APIの仕様データを
インポートし、
画面テンプレートを作成
（設計工数削減）

UIとAPI仕様の関連を
グラフィカルに設計
（設計品質の向上）

API一覧 プレビュー
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◼ SystemDirector Enterprise, NeoFace, WebOTX は日本電気株式会社の登録商標です。

◼ Windows, Windows Server, Excel, SQL Server, Visual Studio, .NET Framework, Internet Explorer, Microsoft Edge はMicrosoft 

Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 また、Windows の正式名称は Microsoft Windows Operating System です。

◼ Oracle, Java, JavaScript, JDK, WebLogicは、Oracle Corporationおよびその子会社、関連会社の米国およびその他の国における商標また

は登録商標です。

◼ Eclipseは Eclipse Foundation, Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。

◼ Android は Google LLC の商標です。

◼ iPad, Mac OSは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。

◼ iOSは、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。

◼ Tomcat は、Apache Software Foundation の登録商標または商標です。

◼ Docker は、Docker Inc. の米国およびその他の国における登録商標もしくは商標です。

◼ PostgreSQL はPostgreSQL の米国およびその他の国における商標です。

◼ Linux はLinus Torvalds 氏の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

◼ Red Hat Enterprise Linuxは、米国およびその他の国における Red Hat, Inc. の登録商標です。

◼ Amazon Web Services, “Powered by Amazon Web Services”ロゴ、その他のAWS商標はAmazon.com, Inc.の米国およびその他の国にお

ける登録商標です。

◼ その他、記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。
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